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令和２年度
町政執行方針

の
皆
様
が
、
住
み
な
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
、

い
き
い
き
と
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う

に
、
各
種
健
康
づ
く
り
事
業
や
介
護
予
防
事

業
の
充
実
及
び
町
内
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
支

援
な
ど
の
生
き
が
い
対
策
を
推
進
し
、
健
康

寿
命
の
延
伸
に
努
め
る
と
と
も
に
、
「
一
般
廃

棄
物
分
別
処
理
事
業
」
や
「
緊
急
通
報
サ
ー

ビ
ス
支
援
事
業
」
を
引
き
続
き
実
施
す
る
こ

と
に
よ
り
生
活
不
便
の
解
消
を
図
り
、
今
後

も
高
齢
者
に
対
す
る
見
守
り
活
動
や
除
雪
支

援
を
確
実
に
実
施
し
、
高
齢
者
の
安
全
・
安

心
な
生
活
に
一
層
配
慮
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
障
が
い
者
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、
住
み

慣
れ
た
地
域
の
中
で
、
い
き
い
き
と
生
活
し
、

安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
よ
う
地
域
全
体

で
障
が
い
者
の
自
立
支
援
を
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
障
が
い
者
の
日
中
活

動
の
場
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
確
保
な
ど
の
施

策
を
検
討
す
る
な
ど
、
今
後
も
障
が
い
者
支

援
体
制
の
整
備
を
図
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
に
お
い
て
も
障
が
い
者
支

援
施
設
の
計
画
的
な
改
修
事
業
等
に
つ
い
て
、

入
所
者
の
安
全
な
生
活
確
保
の
観
点
か
ら
も

支
援
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

主な施策内容 予算額
乳幼児等医療費助成

（拡大分） 6,420 千円
高齢者社会活動等参加ポイン
ト事業 818 千円
高齢者交通費助成事業委託 3,540 千円
緊急通報サービス委託 2,332 千円
障害者相談支援事業委託 1,300 千円
デイサービスセンター屋上防
水工事 10,780 千円
高齢者宿泊助成金 500 千円
町保育・託児事業補助金 6,280 千円
学童保育事業 3,305 千円

　

本
年
度
は
、
消
防
団
員
の
防
火
衣
の
更
新

の
最
終
年
と
し
て
残
さ
れ
た
半
数
の
更
新
を

行
い
、
団
員
の
意
識
高
揚
と
、
団
の
体
制
強

化
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
更
な
る
消
防
体
制
の
充
実
強
化
を

図
り
な
が
ら
、
地
域
住
民
の
生
命
・
財
産
を

守
り
、
被
害
の
軽
減
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

●
交
通
の
確
保
に
つ
き
ま
し
て
は
、
生
活
バ

ス
の
運
行
は
通
学
や
通
院
、
買
い
物
な
ど
交

通
弱
者
の
日
常
生
活
に
必
要
不
可
欠
な
も
の

で
あ
り
、
バ
ス
事
業
者
へ
の
支
援
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
か
ら
町
外
の
高
校
に
通
う
高

校
生
に
対
し
、
バ
ス
定
期
運
賃
の
一
部
助
成

を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
防
災
減
災
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
、

本
町
に
お
け
る
国
土
強
靭
化
に
関
す
る
施
策

を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
の

「
小
平
町
国
土
強
靭
化
計
画
」
を
策
定
中
で
あ

り
、
更
に
自
助
・
共
助
の
観
点
か
ら
「
小
平

町
地
域
防
災
計
画
」
の
見
直
し
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
全
国
的
に
自
然
災
害
に
よ
る

大
き
な
被
害
が
発
生
し
て
い
る
状
況
の
中
、

こ
う
し
た
災
害
に
対
応
で
き
る
「
地
域
防
災

力
」
を
高
め
る
た
め
、
町
と
町
内
会
等
が
一

体
と
な
っ
て
関
係
機
関
と
連
携
し
、
地
域
の

防
災
力
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
国
道
・
道
道
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、

道
路
改
良
や
適
正
な
維
持
管
理
に
つ
い
て
、

関
係
機
関
に
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
道
に
お
い
て
は
、
２
３
２
号
の
強
靱
化

と
安
全
性
向
上
の
早
期
実
現
に
向
け
要
望
し
、

こ
の
取
り
組
み
を
進
め
る
た
め
に
も
「
防
災
・

減
災
・
国
土
強
靭
化
の
た
め
の
３
か
年
緊
急

対
策
の
拡
充
・
継
続
」
の
ほ
か
、
「
長
期
安
定

的
に
道
路
整
備
・
管
理
が
進
め
ら
れ
る
よ
う

新
た
な
財
源
の
創
設
」
及
び
「
予
防
保
全
を

含
む
老
朽
化
対
策
を
着
実
に
推
進
す
る
た
め

の
予
算
の
別
枠
確
保
」
に
つ
い
て
要
望
し
て

　

ま
た
、
高
齢
者
を
対
象
に
「
自
動
車
急
発

進
防
止
装
置
整
備
事
業
」
の
導
入
を
図
り
、

安
全
性
確
保
の
取
り
組
み
を
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

●
防
犯
対
策
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
特
殊
詐

欺
等
に
よ
る
高
齢
者
を
狙
っ
た
悪
質
な
事
件

が
、
次
々
と
手
口
を
変
え
巧
妙
化
し
発
生
し

て
い
る
実
態
か
ら
、
高
齢
者
の
多
い
本
町
に

お
き
ま
し
て
も
憂
慮
す
べ
き
状
況
に
あ
る
と

認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
連
合
町
内
会
や
福
祉
機
関
・
警
察

等
と
連
携
し
、
高
齢
者
世
帯
の
見
回
り
や
声

か
け
を
行
い
な
が
ら
、
地
域
主
体
型
の
活
動

を
支
援
し
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
や
高
齢
者

が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
消
防
体
制
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
度
、

全
国
共
済
農
業
協
同
組
合
連
合
会
北
海
道
本

部
か
ら
、
高
規
格
救
急
車
の
寄
贈
を
受
け
、

資
器
材
の
整
備
等
を
行
っ
た
う
え
で
、
高
規

格
救
急
車
を
更
新
し
、
去
る
12
月
１
日
よ
り

運
用
を
開
始
し
、
救
急
体
制
の
維
持
充
実
を

図
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
消
防
団
員
に
貸
与
す
る
防
火
衣
を

２
か
年
で
更
新
す
る
初
年
度
と
し
、
約
半
数

を
更
新
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

主な施策内容 予算額
（仮称）鬼鹿行政センター建
設事業 94,080 千円
橋梁長寿命化事業 39,000 千円
町河川支障木撤去等維持補修 1,800 千円
除排雪業務委託 90,222 千円
新町団地改善事業 36,000 千円
旭団地改善事業 23,000 千円
住環境整備補助金 3,000 千円
住宅新築及び増改築補助金 4,000 千円
合併処理浄化槽整備事業 1,323 千円
空き家解体撤去事業補助金 3,000 千円
地域防災計画改定委託 4,224 千円
デマンドバス運行事業 15,038 千円
生活交通路線等維持費補助金 9,982 千円
代替バス定期運賃差額補助金 3,433 千円

ま
い
り
ま
す
。

　

道
道
に
お
い
て
は
、
平
成
22
年
度
に
着
手

し
た
道
道
大
椴
線
が
供
用
開
始
と
な
り
ま
し

た
の
で
、
続
く
苫
前
小
平
線
の
改
良
に
向
け
、

引
き
続
き
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
移
住
・
定
住
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本

町
の
人
口
も
減
少
の
一
途
を
辿
り
、
加
え
て

少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
状
況
に
あ
り
ま

す
。

　

過
疎
化
の
進
行
は
基
幹
産
業
の
衰
退
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
崩
壊
な
ど
の
面
で
大
き

な
影
響
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

本
年
度
も
関
東
圏
で
開
催
さ
れ
る
移
住

フ
ェ
ア
へ
参
加
す
る
と
と
も
に
移
住
体
験
住

宅
を
活
用
し
、
移
住
の
Ｐ
Ｒ
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
「
空
き
家
・
空
き
地
バ
ン
ク
」
の
情

報
の
充
実
を
図
る
ほ
か
、
居
住
環
境
の
情
報

発
信
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

福
祉
施
策

●
子
育
て
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
度

第
二
期
の
始
期
と
な
る
、
子
育
て
支
援
策
の

基
本
的
な
方
向
性
と
主
要
施
策
を
示
す
「
小

平
町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
に

基
づ
き
、
各
種
施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
第
一
期
計
画
の
検
証
に
よ
り
、
引
き
続

き
効
果
的
な
施
策
と
し
て
、
子
育
て
世
帯
へ

の
経
済
的
支
援
で
あ
る
「
紙
お
む
つ
・
パ
ン

ツ
廃
棄
支
援
」
、
子
育
て
と
仕
事
の
両
立
支
援

と
し
て
、
日
中
の
子
ど
も
預
か
り
支
援
の
「
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
」
の
実
施
、
検
診
時
等
の

一
時
預
か
り
と
し
て
「
子
育
て
支
援
一
時
預

か
り
託
児
事
業
」
等
を
継
続
実
施
し
、
子
育

て
支
援
体
制
の
推
進
と
更
な
る
充
実
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

●
高
齢
者
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
高
齢
者


